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読書の楽しみ方いろいろ
校長 山 本 里 香

11月だというのに、10月並みの気温になったり、最高気温が氷点下の真冬日になったり、天
気が落ち着かなく、冬の身支度が追い付かないという声も聞こえていましたが、すっかり雪景
色の都です。インフルエンザや風邪の流行により、子どもたちが揃わない日もありましたが、
今のところ、学校全体の教育活動を止めることなく、12月を迎えられそうです。師走に向け、
一層、体調管理に注意を払っていきたいものです。
さて、10月30日から11月17日は、都小学校の読書週間でした。これ

は、子どもたちが読書の楽しさを実感したり、興味の幅を広げていくため
の取組です。前期学校評価の児童アンケートでは、「朝読書や読み聞かせ
など、読書活動を楽しむことができていますか。」の項目で肯定評価94
％、学力学習状況調査児童質問紙では、「読書は好きですか。」の項目で
肯定評価100％と一定の成果が見られていました。これまで、読書習慣定着の取組として、保
護者、地域の皆様にも、読み聞かせの会やブックフェスティバルにご協力をいただいていてお
りますので、小さな地道な取組の大切さを痛感しております。ありがとうございます。ひとり
で楽しむ読書だけではなく、互いに楽しみ合う読書も素敵です。
今回の読書週間では、これまで読書をすることでインプットしてきた力をアウトプットする

ことにも挑戦しました。その中で、特に子どもたちの成長を感じたのは『ビブリオバトル』で
す。この取組は、令和３年から始めました。当初は、選書や話す内容に戸惑いもみられました
が、３年目となる今年は、高学年が、高校生のビブリオバトルの動画を参考に、伝える内容や
話し方などを工夫したり、低・高学年が互いのバトルの様子を見られるように実施するなど、
取組が充実しました。その成果でしょうか、子どもたちの振り返りからは、「今まで読んだこ
とのない本の種類だったけど、おもしろそうだと思ったから読んでみたい。」「こんな本もあ
るって知ることができた。」と率直な意見が聞かれました。
『読書郵便』というのもおもしろい企画です。決まっている相手にお勧めの本を紹介し、読

んだ感想をもらいます。私も参加させてもらいましたが、相手のことを思いながら選書した
り、どうして薦めてくれたのかなあなどと考えながらお礼の手紙を書くのは楽しい時間でし
た。これが習慣化すると、さらに読書の楽しみ方の幅が広がっていくと感じました。
また、読書週間の企画とは別になりますが、１・２年生が余市図書館を訪問しました。司書
の方から図書館のきまりや人気のある本についての説明を聞いたり、読み聞かせサークルの方
に本を読んでいただきました。学校より広く、蔵書数も多い図書館で本の楽しさを肌で感じ取
ったようです。子どもたちが借りてきた本は、ご家族で楽しんでいただけたでしょうか。
12月６日には、ブックフェスティバルを予定しております。持ち帰った本を一緒に読んだ

り、読書タイムをつくるなど、ご家族皆さんで読書の楽しさを味わってみませんか。ご家庭で
の読書にまつわるエピソードも聞かせていただけると嬉しいです。

１１月１５日（水）、赤井川小学校との集合学習を行いました。これは、

赤井川村へき地・複式教育研究連盟の事業の一環として、毎年実施してい

ます。一時期、新型コロナ感染症拡大防止の観点から実施を見合わせてい

た時期もありましたが、昨年から通常通り実施しています。

１，２年生は生活科２時間、３．４年生は学年ごとの道徳１時間・合同体

育１時間、５．６年生は合同体育１時間・学年ごとの道徳１時間の学習を行

いました。生活科では、参観いただきありが

とうございました。本村では、学習規律や学

習過程を統一させる取組を進め、先生や場所

が変わっても、子どもたちがいつも通りに学

習に向かうことができるようにしています。

今後も、小学校間の連携を深め、子どもたち

の学びの質を高めてまいります。

１０月２７日（金）に赤井川村文化祭の見学を行いました。文化伝承

教室では、「千歯ごき」の使い方を○○ ○さんから教えてもらい、高

学年から一人ずつ体験しました。もみを外すのは思っていた以上に慎重

さが必要でしたが、上手に作業を進めることができました。

その後、体育館の中の作品を見学し、一つ一つの作品のよさを鑑賞し

ました。

１０月２５日（水）北海道教育委員会後志教育局が主催した「どさんこ子ども会議INしりべし」に本校６年

生２名がZOOMで参加しましまた。本会議は「児童生徒自身で交流会を進行し、後志のいじめ防止の機運を高め

る」ことを目標にし、本校児童も管内の学校と交流することでいじめを

防止し、全校で仲良く過ごす大切さを再確認しました。

グループ交流では、いじめに対する思いや考えを真狩中・島牧中・小樽

未来創造高・寿都高の生徒と話し合いました。次にいじめ防止の各学校の

取組について交流し、都小学校では「きらりん」の取組や「十分な話し合

い活動を行っていること」等について発表しました。

全体交流では、６つのグループから、話し合った内容について報告し

合いました。



１１月９日（木）本校において、赤井川村教育研究会「小中連携プロジェクト

公開授業」を３．４年生で行いました。算数科、３年生は「重さ」4年生は「面

積」の授業を村内の教職員に公開しました。

研究協議では、本校の研究内容について研修担当が説明し、「赤井川村教育ス

タンダード（学習規律・学習過程）」の実践状況と定着の様子、「主体的、対話的

で深い学び」の実現に必要な授業のあり方について意見を交流しました。助言者の後志教育局○○指導主事か

らは、多くの指導・助言をいただき、今後の校内研究の一層の充実に励んで行きたいと考えています。

１１月７日（火）８日（水）読書週間の一環として、ビブリオバト

ルを開催しました。ビブリオバトルは自分の好きな本を一冊紹介して、

おもしろそうな本を全員で投票する取組です。７日には１～３年生が紹

介し、８日には４～６年生が紹介しました。紹介した本は、絵本から図

鑑事典など様々で、子どもたち一人一人の興味や関心が表れていまし

た。投票の結果、１～３年生では○○○さんの「ねぐせのしくみ」、４

～６年生では○○○○さんの「星と星座の物語」が選ばれました。

読書週間の期間、ビブリオバトルだけでなく、教職員からの本の紹介やALTの○○先生の読み聞かせも行い

ました。保護者や地域の皆さんの読み聞かせを含め、子どもたちが一層本に親しみを持つ取組を進めていき

たいと思います。

１１月２４日（金）、地域公開参観日１日防災学校を実施しました。これは、本

校の目指す「災害から身を守るための防災教育の推進」に関する取組の一つで、

保護者や地域の方にご参観いただきありがとうございました。

最初に、地震を想定した避難訓練を行い、村の防災担当者の方からハザードマ

ップについて説明をしていただきました。続いて、１．２年生は「防災カルタ」３．４年生は「防災グッズ」５．

６年生は 「応急手当・心肺蘇生法」について学習し、給食時間に非常食を試食しました。

いつ災害が起こるか分からない中、自分の生命を守るため、主体的に行動ができることを期待しています。
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１０月号学校だより、スポーツ表彰で○○○○君ス

ポーツ奨励賞団体陸上が抜けておりました。訂正いた

します。

○○○○ ○○○○さんが１１月２７日（月）～１

２月２２日（金）教育実習生として本校で学んでいま

す。


